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研究成果の概要（和文）：抗SS-A抗体陽性母体による新生児ループスにおいて、胎盤移行した自己抗体による胎
児心筋への影響の有無を明らかにするため、胎児心エコー検査にて経時的な心機能を調査した。2017年度に2016
年までの複合的な心機能の指標であるTei indexを集計したところ異常値を持つ胎児が散見されたため、一般的
な計測法の誤差をなくし、さらに詳細な当容収縮期(ICT)や当容拡張期(IRT)を解析するために、2017年度から
Dual Doppler法により同一心拍で評価した。その結果、それ以降はICTとIRTの延長によるTei indexの異常を認
めたのは１例のみであり、通常は胎児の心機能は保たれていた。

研究成果の概要（英文）：Sequential fetal cardiac function was evaluated in fetuses with neonatal 
lupus due to maternal anti-SS-A antibody, in order to elucidate fetal myocardial damage from the 
antibody transferred via placenta. Since abnormal Tei index was frequently observed during first 2 
years of this study, we started to measure ICT and IRT using Dual gate Doppler method to measure the
 Tei index instantaneously from 2018. After that, we found only one fetus with decreased Tei index 
due to prolonged ICT and IRT. Hence, cardiac function seemed to preserved in most of the fetuses 
with maternal anti-SS-A antibody.

研究分野： 胎児心臓病

キーワード： 母体抗SS-A抗体　新生児ループス　胎児心機能　胎児心筋炎　胎児治療
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研究成果の学術的意義や社会的意義
抗SS-A抗体陽性母体において、胎盤移行した自己抗体による胎児心への影響として、完全房室ブロックに関して
は早期発見法や胎児治療法について研究がなされているが、これまで、胎児の心筋への影響について詳細な研究
が無かった。今回、胎児心機能が低下を認める症例が少ないこと、および、Tei index、特にICTやIRTの計測に
より心機能低下症例を確認できることが分かった。今回の結果をもとに、今後、心機能異常症例について胎児治
療の適応を評価するようになることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
抗 SS-A 抗体は、全妊婦の 2%が保有していると言われている。この抗体が胎盤を介して母体か
ら胎児に移行し、新生児に新生児ループス、と言われる種々の症状、障害を引き起こす。多くの
症状は一過性であるが、胎児期より発症する心臓への合併症は不可逆性であり重篤となる症例
もある。 
新生児ループスによる心臓への合併症では、房室結節の障害による房室ブロックの他「心筋」へ
の障害により心筋炎や心内膜線維弾性症などもきたす。そして、この心筋障害の方が、胎児期や
出生後の新生児期、乳児期の生命予後に強く関わるとの報告も増えて来た。しかしこの心筋障害
に対する診断、治療法は確立していない。また、これらの胎児期から進行する心合併症に対して
は、新生児期にはすでに不可逆的な変化が進行しているため、胎児期からの管理が必要となる。 
 
 
２．研究の目的 
母体の抗 SS-A 抗体に起因する新生児ループスによる心臓への合併症について、中でもより重要
とも考えられる心筋障害について、早期発見の方法を検索する。また、それを元に、有効な胎児
治療の方法を開発することが目的である。 
 
 
３．研究の方法 
（１）胎児心機能の評価 
母体の抗 SS-A 抗体の胎児、および正常胎児において、胎児心エコー法を用いて心機能の計測を
経時的に行う 
 
１．母体の抗 SS-A 抗体の胎児： 
計測項目： 

心横径、心胸郭面積比、房室伝導時間（SVC-Ao 法、左室流出路法）、Tei index、TAPSE, MAPSE, 
組織ドプラによる s’e’a’。 

計測時期 
在胎週数 18 週から 26 週まで、１週毎。32 週まで 2週毎。以降は 4週毎 

2．正常胎児； 
 一次スクリーニングにて異常を疑われ、紹介された症例のうち、正常心臓と判断された症例に
ついて、各種心機能を測定。 
 
正常胎児において、各週数に置ける正常心機能値を作成。 
母体の抗 SS-A 抗体の胎児において、異常値を示す症例の頻度、心機能指標を抽出する。 
異常値を示した症例について、胎児期、新生児期の経過の確認を行う。 
 
 
４．研究成果 
パイロット研究（後方視的データ解析） 
2016 年の時点で、パイロット研究として 2012 年まで戻り、後方視的に経時的な胎児心機能の集
計を行った。 
症例数 24例。（内、経時的評価症例 18 例） 
結果：12/24 例（50％）に、Tei index 高値を認めた。 
  中でも、２例は、Tei index 0.7 以上、と極めて高値であった。 
 収縮能：TAPSE, MAPSE 

Tei index 正常症例と異常症例 
では、差は認めなかった。 

 
 
 
 
 拡張能：E/e’ 

Tei index 正常症例と異常症例 
では、差は認めなかった。 

 
 
 
 
 
 
2017 年より、Tei index のより詳細な検討が必要と判断し、Dual Doppler 法による、同一心拍
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による Tei index の計測と、ICT と IRT の計測による、より詳細な Tei index 異常の解析を行っ
た。 
症例数：22例（内、在胎 24 週以前からの経時的評価症例 15例） 
結果： 

・22例中 21 例では、Tei index に異常は認めなかった。 
このことから、パイロット研究での Tei index の異常値は、同一心拍ではないことに
よる、検査手法の limitation からの誤差であったと判断された。ただし、正常胎児で
は、同一心拍でないこれまでの手法でも、これほどの異常値は認められず、その差の原
因については、解明できなかった。 

・１例で、Tei index の異常を認めた。 
在胎 23週から dual-gate Doppler 法にて計測した右心室 Tei index が胎児期の正常基
準である 0.55 を上回り出生時まで継続した。左心室では在胎 32 と 33 週で一過性の上
昇を認めたが、以後正常域に改善した。 
Tei index 上昇時には、ICT と IRT の双方が延長しており、収縮能と拡張能、双方の障
害が示唆された。 

結論 
限られた症例での評価であるが、抗 SSA 抗体による心筋障害では収縮能拡張能双方の障害が

示唆された。また、これらの評価に dual-gate Doppler 法による計測が有用であった。 
胎児治療の適応を検討する際に、心筋障害を確認するには、dual-gate Doppler などの、よ

り詳細な心機能評価方法の確立が必要である。 
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